
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魯迅の言葉 
（1881年 9月 25日～）   
 

魯迅は中国の小説家、思想家。代表作の一つである『故郷』は中学３年国語

の教科書に採用され親しまれている。魯迅が若いころの中国は、清の末期で

諸外国に干渉されるなど国の体をなさず、国民の多くがあきらめの気持ちに支

配されていた。はじめは医者を志していた魯迅もそんな国民の姿を目の当たり

にして、「文学による精神の改造」の必要性を感じ、文学の道に進んだ。 

「自己満足しない人間」とは、現状に甘んじ、「まあいいか」と毎日を安穏と過ご

すのではなく、将来に夢や希望を持ち、それに向い変化し続けることの大切さを

知っている人を言っているのでしょう。 


